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こ
の
度
、
武
蔵
大
学
剣
友
会

第
四
代
会
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
佐
藤
則
夫
で
す
。

　

武
蔵
大
学
剣
道
部
の
歴
史
を
遡
れ
ば
、
初
代

剣
友
会
会
長
長
谷
川
勲
先
輩
（
高
校
31
期
卒
）

の
尽
力
に
よ
り
昭
和
36
年
に
剣
道
部
が
発
足
し
、

初
代
剣
道
部
部
長
に
伊
能
敬
教
授
（
高
校
18
期

卒
）
が
就
任
。
そ
れ
か
ら
早
60
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
今
や
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
会

員
数
も
３
０
０
名
余
り
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
剣
道
部
員
の
心
の
礎
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
諸
先
輩
方
並
び
に
先
生
方
の
寛
容
の
教

え
に
よ
る
所
が
大
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
を
含
め
年
配
の
先
輩
方
に
あ
っ
て
も
忘
れ

え
ぬ
旧
制
の
諸
先
輩
方
、
根
津
嘉
一
郎
先
輩
、

大
野
健
雄
先
輩
、
野
中
忠
夫
先
輩
、
武
安
義
光

先
輩
、
中
谷
林
太
郎
先
輩
、
打
木
城
太
郎
先
輩

紙
面
の
関
係
で
こ
の
へ
ん
で
止
め
ま
す
が
特
に

こ
れ
ら
の
先
輩
方
と
知
り
得
た
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
も
大
き
な
人
生
の
財
産
に
成
っ
て
お
り

ま
す
。
日
曜
の
稽
古
会
、
ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー

六
本
木
ク
ラ
ブ
で
の
懇
親
会
に
て
40
年
前
の
日

本
の
政
財
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
方
々
と
武
蔵

の
剣
道
部
と
い
う
絆
だ
け
で
、
若
輩
の
私
共
と

親
し
く
得
難
い
会
合
を
重
ね
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
、
余
り
実
感
し
て
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
旧
制
武
蔵
高
の
凄
さ
は
、
戦
前
に
東
大
合

格
で
天
下
の
一
高
を
抜
い
た
事
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
か
ら
、
成
程
そ
の
凄
さ
に
驚
き
を
覚
え
ま
す
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
私
事
を
申
し
ま
す
と
昭
和
47

年
に
剣
道
部
に
入
部
し
四
大
新
人
戦
（
二
年
優

勝
）、
関
東
、
四
大
戦
（
三
年
、
四
年
優
勝
）、

東
都
（
三
年
、
四
年
優
勝
）
等
の
試
合
の
数
々

を
関
根
日
吉
師
範
の
指
導
の
も
と
、
厳
し
い
稽

古
の
御
蔭
を
も
ち
ま
し
て
あ
る
程
度
の
戦
歴
を

得
ら
れ
た
と
お
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
あ
の
時

代
に
、
こ
の
年
65
才
に
成
っ
て
初
め
て
判
る
の

で
す
が
、「
剣
縁
」
と
い
う
人
生
の
色
々
な
場
面

で
出
会
う
絆
を
育
ん
だ
事
と
、「
仲
間
と
の
和
」

と
い
う
最
後
の
時
ま
で
共
に
歩
む
剣
友
を
得
た

事
が
、
私
に
と
っ
て
大
変
幸
せ
で
あ
っ
た
と
今

に
し
て
思
う
次
第
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
剣
友
会
に
思
い
を
馳
せ
ま
す
と
、

昭
和
、
平
成
と
そ
し
て
次
な
る
新
年
号
に
至
る

訳
で
す
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
当
武
蔵
大
学
剣

友
会
も
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
成
り
ま
す
。

初
代
武
蔵
大
学
剣
友
会
会
長
長
谷
川
勲
先
輩（
故

人
）、
二
代
目
会
長
土
屋
一
徳
先
輩
、
三
代
目
会

長
紙
谷
正
之
先
輩
、
幹
事
長
松
井
邦
夫
先
輩
が

培
っ
た
「
剣
縁
」「
和
」
の
精
神
を
、
三
つ
の
年

号
経
て
更
に
こ
れ
か
ら
も
当
武
蔵
剣
道
部
に
正

し
く
、
優
し
く
、
厳
し
く
継
承
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
並
び
に
諸
先

生
方
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い
年
号
と
共

に
行
わ
れ
ま
す
60
周
年
記
念
事
業
、年
間
誌「
わ
」

並
び
に
「
錬
心
」
の
編
纂
事
業
、
剣
友
会
運
営

事
業
等
の
ご
協
力
並
び
に
ご
協
賛
を
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
剣
友
会
運
営
に
措
き

ま
し
て
、
私
会
長
佐
藤
則
夫
（
昭
和
51
年
卒
）、

副
会
長
笹
岡
秀
次
師
範
（
昭
和
51
年
卒
）、
副
会

長
田
中
礼
子
先
輩
（
昭
和
50
年
卒
）、
幹
事
長

髙
田
壽
先
輩
（
昭
和
51
年
卒
）、
会
計
加
部
雄
平

先
輩
（
平
成
24
年
卒
）
等
に
て
運
営
す
る
中
で
、

何
か
と
失
礼
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
武

蔵
大
学
剣
友
会
並
び
に
剣
道
部
の
今
後
の
発
展

と
育
成
に
、
一
同
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
51
年
卒
業　

佐
藤
則
夫

平
成
29
年
度
剣
友
会
総
会
開
催

　
平
成
29
年
度
総
会
が
去
る
６
月
30
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
中
で
、
平
成
30
年
度
新
三
役
新
組
織
、
活
動
計
画
並
び
に
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
会　
長　
佐
藤
則
夫
（ 

昭
和
51
年
卒 

）
新
任

　
副
会
長　
笹
岡
秀
次
（ 

昭
和
51
年
卒 

）
新
任　
剣
道
部
師
範
・
指
導
部
担
当
兼
任

　
副
会
長　
田
中
礼
子
（ 

昭
和
50
年
卒 

）
新
任　
女
子
部
会
担
当

　
幹
事
長　
高
田　
壽
（ 

昭
和
51
年
卒 

）
留
任

剣
友
会
四
代
目
会
長
に

佐
藤
則
夫
先
輩
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早
、
十
年
目

　

前
幹
事
長
、
松
井
邦
夫
先
輩

か
ら
幹
事
長
職
を
引
き
継
ぎ
早

九
年
が
経
ち
、
十
年
を
迎
え
る
。
ふ
さ
ふ
さ
と

し
て
い
た
髪
の
毛
も
、
す
っ
か
り
無
く
な
り
か

け
、
あ
と
数
本
が
残
る
の
み
の
自
身
の
容
貌
で

あ
り
乍
ら
、
何
故
か
気
持
ち
だ
け
は
四
十
二
年

前
、
大
学
を
卒
業
し
た
時
と
、
余
り
変
わ
っ
て

な
い
。
人
生
の
仕
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
と
思
え
る
の
だ
が
、
一
向
に
進
歩
と
成

長
が
無
い
証
拠
だ
。
剣
道
部
の
四
年
間
の
出
来

事
が
自
分
の
背
中
辺
り
に
、
一
生
張
り
付
い
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
我
な
が
ら
驚
く
限
り

で
あ
る
。

　

三
十
代
半
ば
に
、
業
界
の
剣
道
大
会
に
出
て
、

ア
キ
レ
ス
腱
を
切
断
し
た
。
以
後
、
剣
道
が
怖

く
な
り
二
度
と
竹
刀
を
握
る
こ
と
は
無
い
と
決

意
し
た
。
怪
我
も
完
治
し
数
年
た
っ
た
あ
る
日
、

こ
の
度
、
新
会
長
に
就
任
し
た
同
期
の
佐
藤
則

夫
氏
か
ら
千
葉
県
鴨
川
で
の
剣
友
会
春
合
宿
に
、

し
つ
こ
く
誘
わ
れ
た
。
警
視
庁
の
先
生
、
剣
友

会
の
先
輩
達
と
の「
剣
縁
」が
一
晩
で
生
ま
れ
た
。

自
分
の
人
生
の
軌
道
に
狂
い
が
生
じ
た
瞬
間
だ
。

そ
の
後
の
軌
道
修
正
に
成
功
し
た
の
か
、
も
し

く
は
失
敗
し
た
の
か
、
未
だ
に
解
明
さ
れ
て
い

な
い
。

　

九
年
間
の
間
に
、
多
数
の
剣
道
部
員
達
が
社

会
に
旅
立
っ
て
行
っ
た
。
新
入
生
だ
っ
た
部
員

『
女
子
会
連
絡
係
』
拝
命

　

昨
今
ス
ポ
ー
ツ
界
の
様
々
な

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。
創
部
以
来
男
子
だ
け
の
武
蔵
大
学

剣
道
部
に
約
半
世
紀
前
、
私
た
ち
女
子
学
生
が

初
め
て
入
部
し
た
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
戸
惑
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
全
く
の
初
心
者
で
す
か

ら
先
輩
方
の
教
え
通
り
毎
日
道
場
へ
通
い
、
合

宿
・
寒
稽
古
・
試
合
と
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
汗

だ
く
で
こ
な
し
ま
し
た
。
お
陰
で
卒
業
時
は
皆

が
有
段
者
。
し
か
し
何
故
、
あ
れ
ほ
ど
剣
道
に

夢
中
に
な
れ
た
の
か
不
思
議
で
す
。

　

そ
の
女
子
部
員
も
今
で
は
一
０
０
名
近
い
卒

業
生
を
数
え
る
ま
で
に
増
え
ま
し
た
。
生
活
環

境
の
変
化
な
ど
で
剣
道
と
は
縁
遠
く
な
ら
れ
た

方
も
多
い
事
で
し
ょ
う
。
私
も
テ
レ
ビ
で
全
日

本
剣
道
選
手
権
を
見
る
く
ら
い
で
す
。
ま
ぁ
、

思
わ
ず
『
メ
ー
ン
』
と
声
が
で
ま
す
が
・
・
・
。

　

大
学
卒
業
後
、
其
々
の
道
を
歩
む
中
、
久
し

ぶ
り
に
道
場
仲
間
と
会
い
、
話
に
耳
を
傾
け
る

ひ
と
時
も
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

剣
道
女
子
会
、
是
非
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

昭
和
50
年
卒　

田
中
礼
子

が
瞬
く
間
に
卒
業
し
、
地
元
に
帰
っ
て
立
派
な

剣
道
の
指
導
者
に
な
る
者
。
仕
事
に
没
頭
す
る

者
、
家
庭
を
作
り
新
た
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く

者
。
様
々
だ
。
そ
ん
な
彼
ら
と
、
数
年
振
り
に

再
会
す
る
時
は
、
先
輩
ヅ
ラ
が
出
来
る
最
高
の

喜
び
の
瞬
間
だ
。

　

二
年
前
に
長
年
勤
め
た
会
社
の
定
年
後
、
縁

あ
り
他
の
会
社
に
再
就
職
し
た
。
全
力
投
球
の

毎
日
だ
。

　

幹
事
長
の
職
も
、
残
さ
れ
た
数
本
の
髪
が
無

く
な
る
ま
で
全
力
投
球
し
た
い
と
思
う
。

昭
和
51
年
卒　

髙
田　

壽

昭
和
44
年
卒　

紙
谷
正
之

　

平
成
９
年
の
総
会
で
、
前
任

の
土
屋
先
輩
（
Ｓ
39
卒
）
か

ら
会
長
職
を
引
き
継
ぎ
、
翌
年
が
武
蔵
大
学
剣

道
部
創
部
50
周
年
で
し
た
。
剣
道
部
創
部
、
剣

友
会
創
設
を
さ
れ
た
長
谷
川
先
輩
（
Ｓ
27
卒
Ｈ

17
・
12
ご
逝
去
）
が
地
道
に
醸
成
さ
れ
た
剣
友

会
の
繋
が
り
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

同
時
に
剣
道
か
ら
離
れ
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
日
頃

の
剣
友
会
と
の
結
び
つ
き
の
難
し
さ
も
感
じ
ま

し
た
。

　

在
任
中
の
９
年
間
は
、
こ
の
問
題
を
何
と
か

解
決
し
た
い
と
考
え
、
組
織
的
に
は
年
次
ご
と

の
繋
が
り
の
強
化
、
在
学
中
の
顔
の
分
か
る
年

代
グ
ル
ー
プ
創
り
を
奨
め
ま
し
た
。
時
代
の
変

化
の
中
で
特
に
感
じ
た
の
は
、
会
へ
の
関
わ
り

方
の
変
化
と
通
信
手
段
の
変
化
と
で
し
た
。

　

特
に
通
信
手
段
の
変
化
は
、
こ
れ
か
ら
の
会

の
在
り
方
を
大
き
く
変
え
る
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

会
の
連
絡
を
考
え
て
み
て
も
、
近
年
は
携
帯

電
話
、facebook,line

ど
れ
も
が
簡
単
に
音
声
・

写
真
・
動
画
が
送
れ
る
こ
と
か
ら
、
過
っ
て
と

は
様
変
わ
り
の
利
便
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
流
れ
を
剣
友
会
の
組
織
強
化
に
取
り
入

れ
、
剣
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
再
構
築
と
利
用

頻
度
の
向
上
実
感
を
目
指
し
ま
し
た
。、
そ
れ
ぞ

れ
の
出
来
事
を
写
真
・
動
画
を
流
す
こ
と
で
、

会
員
が
遠
く
離
れ
て
い
て
も
同
時
に
そ
の
瞬
間

を
感
じ
ら
れ
る
と
好
評
で
し
た
。
近
年
は
更
に

即
時
性
の
あ
るline

で
学
生
の
試
合
も
観
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
会
へ
の
協
力
参
加
の

一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
、
会
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
更
に
便
利
な
剣
友
会
独
自

の
物
を
創
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

在
任
中
の
心
に
残
る
大
き
な
出
来
事
は
、
就

任
直
後
の
平
成
10
年
の
剣
道
部
創
部
50
周
年
記

念
事
業
、
そ
し
て
平
成
25
年
の
全
日
本
学
連
剣

道
剣
友
大
会
で
の
【
３
位
入
賞
】
こ
れ
は
武
蔵

大
学
剣
道
部
創
部
50
有
余
年
の
歴
史
の
中
で
、

【
全
日
本
】
の
冠
を
得
た
大
会
で
初
め
て
武
蔵
大

学
剣
友
会
が
結
果
を
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
過
っ
て
故
関
根
師
範
が
常
々
お

話
に
な
っ
て
い
た
【
和
と
生
涯
剣
道
】
の
象
徴

だ
と
思
い
ま
す
。
感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
12
月
６
日
の
剣
道
部
創
設
者
長

谷
川
先
輩
の
突
然
の
ご
逝
去
、
全
国
の
多
く
の

新
副
会
長
　
田
中
礼
子
先
輩

幹
事
長
　
髙
田
壽
先
輩

会
長
離
任
と
御
礼
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方
か
ら
の
哀
悼
の
辞
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本

年
２
月
24
日
の
偲
ぶ
会
に
も
60
有
余
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

在
任
中
の
皆
様
の
ご
支
援
と
叱
咤
激
励
に
感

謝
し
な
が
ら
、
後
任
の
佐
藤
則
夫
新
会
長
は

じ
め
幹
事
諸
兄
姉
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
切
に

願
っ
て
離
任
の
一
文
と
し
ま
す
。

武
蔵
大
学
剣
友
会
諸
兄
姉

武
蔵
大
学
剣
友
前
会
長　

紙
谷
正
之

　

２
月
24
日
（
土
）
に
長
谷
川
先
輩
と
物
故
者

を
偲
ぶ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寒
さ
が
ぶ
り
返
し
た
前
週
と
今
週
の
激
し
い

風
雨
、
豪
雪
の
は
ざ
ま
で
、
春
が
感
じ
ら
れ
る

中
で
長
谷
川
先
輩
の
菩
提
寺 

愛
染
院
へ
の
墓
参

と
、
お
寺
近
く
で
の
偲
ぶ
会
が
開
か
れ
、
物
故

者
を
偲
び
な
が
ら
も
、
40
年
来
の
旧
交
を
温
め

る
場
が
懐
か
し
さ
と
楽
し
い
想
い
出
の
中
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
家
か
ら
先
輩
の
妹
弟
、
指
導
い
た
だ

い
て
き
た
西
川
範
士
、
竹
内
・
松
森
両
先
生
、

剣
友
会
員
、
50
数
名
の
楽
し
い
会
で
し
た
。
大

阪
か
ら
、
Ｓ
39
小
池
兄
、
Ｓ
42
伊
藤
兄
、
北
海

道
か
ら
Ｓ
44
野
宮
兄
、
Ｓ
44
廣
瀬
兄
等
々
、
学

生
時
代
そ
の
ま
ま
の
雰
囲
気
で
し
た
。

　

今
回
は
お
寺
近
く
の
会
場
が
狭
い
こ
と
か
ら
、

創
部
以
来
の
Ｓ
38
年
卒
〜
の
昭
和
年
代
を
中
心

に
お
声
掛
け
し
ま
し
た
が
、
平
成
年
代
か
ら
も

10
名
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
お
寺
で
の
集
合
写
真
と
偲
ぶ
会
数
枚

は
、
武
蔵
大
学
剣
友
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

物
故
者
を
偲
ぶ
会
報
告
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て
い
ま
す
。
剣
道
部
は
、
こ
れ
ま
で
地
区
で
の

優
勝
は
も
と
よ
り
、
平
成
六
年
（
第
３
回
大
会
）

に
女
子
が
、
平
成
十
八
年
（
第
15
回
大
会
）
に

男
子
が
１
回
ず
つ
全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会
へ

出
場
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
女
子
メ
ン
バ
ー
は

６
人
だ
け
で
し
た
が
３
年
生
２
名
、
２
年
生
１

名
が
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
に
出
場
し
て
お
り
、

力
の
あ
る
選
手
が
例
年
よ
り
も
揃
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
区
大
会
は
優
勝
で
き
て
も
、
全
県

新
人
戦
、
全
国
選
抜
予
選
会
で
は
準
決
勝
ま
で

は
勝
ち
進
ん
で
も
、
決
勝
に
勝
ち
上
が
る
こ
と

が
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
の
連
続
で
し
た
。
生

徒
方
は
打
開
策
を
話
し
合
い
、
朝
稽
古
を
始
め
、

校
内
外
で
先
生
方
や
保
護
者
の
方
へ
の
挨
拶
の

徹
底
な
ど
、
日
常
生
活
か
ら
改
善
し
よ
う
と
自

主
的
活
動
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
生
徒
個
々
の
性
格
と
能
力
を
考
え
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
優
勝
す
る
た
め
に
一
番
力
を

発
揮
で
き
る
オ
ー
ダ
ー
を
考
え
実
行
し
ま
し
た
。

　

本
県
で
３
月
に
行
わ
れ
た
魁
星
旗
争
奪
全
国

女
子
剣
道
大
会
に
お
い
て
、
全
国
選
抜
大
会
に

出
場
し
た
沖
縄
県
代
表
の
興
南
高
校
、
岩
手
県

代
表
の
盛
岡
白
百
合
女
子
学
園
高
校
に
勝
利
し
、

茨
城
県
代
表
の
守
谷
高
校
に
は
、
２
―
０
の
ス

コ
ア
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
県
内
チ
ー

ム
最
高
の
ベ
ス
ト
16
に
進
出
で
き
た
こ
と
が
転

機
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
勝
利
が
生
徒
方
に
は
、

全
国
レ
ベ
ル
で
勝
負
で
き
る
と
実
感
で
き
、
大

き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
予
選
と
な
る
秋
田
県
総
体

で
は
、
準
決
勝
で
前
年
優
勝
経
験
者
４
人
を
擁

す
る
優
勝
候
補
筆
頭
の
秋
田
商
業
高
校
に
、
粘

　

こ
の
た
び
秋
田
県
立
大
曲
高
等
学
校
女
子
剣

道
部
は
、
秋
田
県
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技
で

50
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
し
、
宮
城
県
仙
台

市
で
開
催
さ
れ
た
第
64
回
全
国
高
等
学
校
剣
道

大
会
に
秋
田
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
は
、
矢
板
中
央
高

校
（
栃
木
）
と
皇
學
館
高
校
（
三
重
）
と
の
組

み
合
わ
せ
で
し
た
。
２
校
の
試
合
が
先
に
行
わ

れ
、
相
手
校
の
試
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
初
戦
の
矢
板
中
央
高
校
戦
で
は
、
事
前

に
選
手
の
緊
張
を
解
い
て
試
合
に
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ず
、
先
鋒
、
中
堅
が
そ
れ
ぞ
れ
１
本

負
け
を
し
て
２
―
０
、
有
効
打
突
を
１
本
も
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本
来
の
力
を
発
揮
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
戦
目
の

皇
學
館
高
校
と
の
試
合
は
、
先
鋒
が
延
長
で
出

頭
面
を
取
っ
て
勝
利
し
、
３
年
生
の
活
躍
で
２

―
２
の
大
将
戦
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、本
数
１
本
差
で
負
け
て
し
ま
い
チ
ー

ム
と
し
て
の
全
国
大
会
勝
利
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

本
校
は
秋
田
県
南
部
に
位
置
し
、
一
夜
に
し

て
80
万
人
近
く
の
人
が
来
場
す
る
日
本
三
大
花

火
大
会
の
一
つ
で
あ
る
、
全
国
花
火
競
技
大
会

『
大
曲
の
花
火
』
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
有
名

な
地
域
で
す
。『
健
・
律
・
愛
』
を
校
訓
と
し
、

１
０
８
年
の
伝
統
を
も
ち
、
地
域
の
中
核
を
担

う
高
校
と
し
て
文
武
両
道
を
目
標
し
、
頑
張
っ

り
を
発
揮
し
１
―
１
か
ら
代
表
決
定
戦
を
制
し
、

チ
ー
ム
初
の
決
勝
に
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
決
勝
は
、
今
年
３
月
の
全
国
選
抜
大
会

に
本
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
能
代
高
校
と
対

戦
し
、
相
手
校
の
先
鋒
が
試
合
開
始
早
々
に
ア

キ
レ
ス
腱
を
切
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
不
戦
勝
ち

を
得
ま
し
た
が
、
次
鋒
が
二
本
負
け
を
し
て
同

点
と
な
り
ま
し
た
。後
半
で
勝
負
す
る
オ
ー
ダ
ー

に
し
て
お
り
、
後
ろ
三
人
は
全
国
中
学
校
大
会

に
出
場
し
て
い
る
選
手
を
揃
え
て
お
り
、
個
々

の
役
割
を
存
分
に
発
揮
し
、
３
―
１
で
の
ス
コ

ア
で
の
優
勝
で
し
た
。

　

私
の
剣
道
部
指
導
は
、
平
成
４
年
か
ら
で
26

年
目
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
勤
務
は
４
年
目
で

す
が
、
昨
年
ま
で
の
３
年
間
は
体
育
専
門
の
若

い
監
督
が
指
導
に
当
た
り
、
私
は
部
長
と
し
て

生
徒
と
稽
古
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
３
月
の
異

動
で
前
監
督
が
転
勤
し
今
年
度
か
ら
監
督
と
な

り
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生

徒
１
名
が
国
体
選
手
に
も
選
出
さ
れ
、
コ
ー
チ

と
し
て
愛
媛
国
体
に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
私
の
剣
道
指
導
人
生
に
お
い
て

非
常
に
多
く
の
初
め
て
の
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
が
で

き
た
の
も
、
目
標
を
持
っ
て
頑
張
る
生
徒
方
と

共
に
活
動
で
き
た
こ
と
が
一
番
で
す
。
こ
の
出

会
を
本
当
に
有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

経
験
を
今
後
の
指
導
に
生
か
し
、
生
徒
に
還
元

で
き
る
よ
う
に
更
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
が
決
ま
っ
た
際
に

は
、
紙
谷
会
長
か
ら
即
祝
福
の
電
話
を
頂
き
ま

し
た
。
８
月
10
日
、
宮
城
県
の
仙
台
市
体
育
館

で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
、
菅
野
昭
浩

先
輩
と
菅
田
雅
人
先
輩
が
会
場
に
駆
け
付
け
て

頂
き
、
本
校
の
保
護
者
と
一
緒
に
応
援
し
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
山
貴
幹
先
輩
、
同
期
の

井
澤
義
雄
君
か
ら
も
激
励
を
頂
き
ま
し
た
。
平

成
13
年
１
月
に
第
22
回
３
時
間
立
切
試
合
が
本

県
の
湯
沢
市
で
開
催
さ
れ
、
私
が
基
立
を
し
た

際
に
も
、
わ
ざ
わ
ざ
剣
友
会
の
先
輩
方
が
会
場

に
応
援
に
来
て
頂
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
武

蔵
大
学
剣
友
会
の
方
々
の
温
か
さ
や
絆
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
62
年
卒 

糸
井
一
保
兄

秋
田
よ
り
ご
報
告
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「剣友会々費振込先のご案内」

OB・OG各位のご支援、宜しくお願いいたします。

みずほ銀行	 渋谷中央支店	 （普）　1525324　武蔵大学剣友会

三菱東京UFJ銀行	 渋谷支店	 （普）　6832924　武蔵大学剣友会

ゆうちょ銀行	 〇一九支店	 （当座）　192263　武蔵大学剣友会

　

去
る
７
月
15
日
（
日
）
に
、
埼
玉
県
秩
父
郡

皆
野
町
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ヒ
ル
ズ
C
・
C
に
於
い

て
、
第
一
回
武
蔵
大
学
剣
友
会
Ｇ
F
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
た
。

　

剣
道
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
剣
友

会
会
員
の
更
な
る
交
流
拡
大
を
図
る
事
を
目
的

と
し
て
企
画
さ
れ
、
Ｓ
43
年
卒
の
先
輩
か
ら
Ｈ

25
年
卒
の
若
手
剣
友
ま
で
の
年
代
層
が
一
堂
に

会
し
た
。

　

当
日
は
、
熱
中
症
で
倒
れ
た
方
が
各
地
で
多

く
出
る
酷
暑
と
な
っ
た
一
日
で
し
た
が
、
稽
古

着
に
防
具
を
つ
け
て
夏
合
宿
を
経
験
さ
れ
た
諸

兄
は
タ
フ
ガ
イ
の
強
者
。
炎
天
下
に
も
関
わ
ら

ず
、
無
事
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
、
懇
親
を
深
め
る

コ
ン
ペ
と
な
っ
た
。

参
加
者
（
敬
称
略
）

水
木
征
二　

Ｓ
43
年
卒　

紙
谷
正
之　

Ｓ
44
年
卒

本
間　

充　

Ｓ
46
年
卒　

笹
岡
秀
次　

Ｓ
51
年
卒

高
田　

寿　

Ｓ
51
年
卒　

大
橋
一
史　

Ｓ
52
年
卒

五
十
嵐
稔　

Ｓ
55
年
卒　

赤
尾
嘉
一　

Ｓ
57
年
卒

新
子
寛
幸　

Ｓ
57
年
卒　

古
山　

淳　

Ｓ
58
年
卒

桑
原
則
行　

Ｓ
59
年
卒　

知
久
真
基　

Ｈ
25
年
卒

田
中
将
敬　

Ｈ
25
年
卒

第
一
回 

剣
友
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

編集後記

　新しい組織による剣友会運営がスタートしました。
　剣友会 HP に、メンバーの皆さんが役割とともに紹介されております。
　三役、副幹事、会計、会計監査、運営幹事、グループ年代幹事、地区幹事、コーチ等、更に剣友会組織に厚みが増した
と実感された先輩方も多いのではないでしょうか。
　剣友会の「目的」は、「会員相互の親睦をはかり、併せて大学剣道部の発展を助成すること。」と規約に明記されております。
　紙谷前会長をはじめ、今回退任された剣友会役員の皆様方は、その目的を踏まえ、様々な具体策を打ち出されました。
　お互い時を同じくして汗を流した、「年代グループ」の構築や、高校生錬成大会への現役支援等により、剣道部員増員に
結び付ける、実効性のある多くの貢献をされました。
　皆様ご多忙の中、剣友会運営に時間を割き、お骨折りを頂いた労苦を推察すると、頭が下がるばかりです。本当にお疲
れ様でした。
　60 周年記念事業も迫って参りました。留任された役員の皆様、新任の皆様を中心に受け継いだ礎を一層盤石にし、次
世代に繋いで行きましょう！今後とも、剣友会会員の皆様方のお力添えを宜しくお願い致します。

（Ｓ.59卒  桑原則行）
（糸井さんからのご報告は、昨年頂いておりましたが、紙面の都合により今号掲載になりました事をお詫び申し上げます。）
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